
強くてやさしい安心社会をめざして
平成26年８月16日丹波市豪雨災害からの復興

兵庫県丹波市長 辻重五郎
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Ⅰ 丹波市の概要
 平成16年11月１日市政施行
 面積493.21K㎡ 人口64,368人、22,934

世帯（平成27年10月１日現在／｢兵庫県
推計人口｣） 高齢化率30.6％

 市域の75％、37,164haが森林

 全国で最も長い歴史を持つ市島町の有
機農業／天保11年から、国内での生薬

生産の主力シェアを占める山南町の薬
草薬樹／平成18年８月７日丹波竜化石

（草食恐竜ティタノサウルス類）発見／本
州一低い分水嶺

土砂災害警戒区域等指定 １，４３４箇所
（急傾斜・土石流・地すべり）

 兵庫県下41市町中、神戸市2,211箇所、
豊岡市1,770箇所に次いで丹波市は第３
位の多さ（H27.7.18時点）

 上位３市で県下土砂災害警戒区域等の
41％を占める

 兵庫県は全国第４位の区域等指定数
島根県31,377 山口県24,625 長野県
20,972 兵庫県20,078（H26.2.28時点）

Ⅱ 平成26年８月16日丹波市豪雨災害

１ 災害のはじまり－気象状況

２ 雨量と災害の相関図

３ 被害状況

４ 災害時の動画



平成26年8月15日から18日にかけて西日本に停滞する前線上を低気圧が東へ進行。

また、南から暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、前線の活動が活発となり大気の
状態が非常に不安定になったことで、兵庫県では北播磨丹波を中心に大雨となった。

１ 災害のはじまり－気象状況

8 日 15 日 02 時～17 日 24 時までの
アメダス期間降水量

(mm/h) （国土交通省　市島町北岡本観測所） (mm)
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最大時間雨量 91㎜

最大24時間雨量 414㎜

災害発生

避難勧告

土砂災害
警戒情報

大雨洪水
警報

平成16年台風23号
降雨量 337㎜
最大24時間連続雨量 283㎜
最大時間雨量 41㎜

２ 雨量と災害の相関図



林地崩壊256箇所 道路崩落29件 河川崩壊78件 流失土砂50万㎥

農林業被害：農地1,610筆 農業用施設805件 作付不能約400ha 林道21件

災害ゴミ3011トン（通年の２ヶ月相当） 電気・電話・上下水道の不通 道路通行止

橋梁崩壊 鉄道不通 公営住宅への一時入居最大44世帯123人

旧町名 死者
（負傷）

住家被害

住家
以外全壊

大

規模
半壊

半壊
一部
損壊

床上
浸水

床下
浸水

小計

柏 原 ９ ９ ７

氷 上 （２） ２ ３５ ３０７ ３４４ ５１５

青 垣 １４ １４ ３４

春 日 （１） １ １ ２２ １００ １２４ ２０２

山 南 ３ ３ １２

市 島 １
（１）

１８ ９ ３９ １１２ ３５１ ５２９ １，０１１

丹波市 １
（４）

１８ ９ ４２ １ １６９ ７８４ １，０２３ １，７８１

３ 被害状況

平成26年8月17日早朝
丹波市市島町下鴨阪付近

４ 災害時の動画



Ⅲ 強くてやさしい安心社会をめざして

公助

共助

自助

１ 自助

丹波市の住民の避難行動は自身の判断、もしくは防災行政
無線や避難の呼びかけを受けたことによる自宅二階以上への
垂直避難が主であった。

自身の判断で早期から垂直避難した住民の中には、「雨の
降り方が異常」、「山鳴りがした」、「土の臭いがした」、
「出水が止まった」など、今まで体験したことがない豪雨と
落雷に異変を感じた方もいた。

本件の豪雨時における避難行動において垂直避難をとった
住民の割合が多かったのは、以前から浸水や河川氾濫といっ

た水害への防災意識が高かったことや
各地域の自治会長を中心とした近隣住
民同士の避難の呼びかけが要因といえ
る。

関西大学 社会安全学部安全マネジメント学科
越山都市防災研究室



２ 共助

ハザードマップつくり

自治会長に限らず地域内の住民同士が
お互いの名前や顔を知った間柄であっ
たため、住民同士で避難を呼びかけや
すい環境にあった

避難誘導や救助活動等の活動を阻害す
る土砂や流木による道路封鎖は、地域
住民も自発的に撤去作業に取り掛かったことで17日の早朝から
昼頃にかけて主要な道路は開通していた

公助頼りではなく、自分自身や自分が住む地域を守りたいという
自助や共助の考えから自発的に地域住民が行動を起こしたこと
で円滑な防災対応行動が可能になった

近所付合いが減災につながる
見守りボランティア等普段できているから災害時でもできる

３ そして、最大の減災効果は砂防えん堤、治山
ダム

平成28年８月16日丹波市豪雨災害

復旧・復興に向けた重点対策

①土砂・流木の流出防止
（砂防えん堤、治山ダムの重点整備）

②危険木処理対策及び災害緩衝林の造成
（災害に強い森づくり等）

③住宅の復旧・復興
（市による山裾の新たな住まい方の検討等）

④農地の復旧・復興
（流出土砂の活用等）

⑤甚大な被害のあった４地区を重点地区に設定
（道路、河川、治山、砂防、農地等を一体的に復旧・復興）



①砂防えん堤

丹波市内には、人家に影響のある土石流危険渓流が約600渓流あ
り、この内、80渓流に砂防えん堤を整備している。

今回の災害で、特に被害の多かった重点地区では、７箇所の砂防えん堤
が流下してきた土砂や流木を捕捉したことにより、下流の人家約
100戸への被害を軽減する効果を発揮した。

災害発生前 災害発生後

砂防えん堤が土砂・流木を抑止

②治山ダム

丹波市内には、土石流発生のおそれがある崩壊土砂危険地区が約
270地区あり、この内、約190地区に治山ダムを設置している。

今回の災害で、特に被害の多かった重点地区では、２箇所の治山ダムが
流下してきた土砂や流木を捕捉したことにより、下流の人家約70
戸への被害を軽減する効果を発揮した。

災害発生前 災害発生後

約2,000m3の土砂を捕捉



 

Ⅳ 都市と中山間地域の共存を揺るぎない国是に

自然は複雑で、不可思議で、意外性に満ち、扱いにくい

自助、共助によりできうる二重三重の防御をしいても
地域防災の防御レベルを格段に向上させるのは

公助（砂防えん堤、治山ダム）である

山と川が生態系として結びついているように
都市と中山間地域は結びついたもの

中山間地域の持つ多面的、公益的機能を重視し
都市と中山間地域の共存を揺ぎない国是に
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